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次世代を担う高校生や大学生、さらには留学生やボランティアなどといった若者を新たなターゲットとして、モニターツアー
やフェスティバルなどにより尾瀬の魅力や自然の尊さを体験する機会を創出するほか、ＳＮＳを活用した情報発信を通し
て県民の宝である「ふくしま尾瀬」を国内外に積極的に発信し、尾瀬国立公園入山者数の増加を目指す。

福島県自然保護課スタートアップふくしま尾瀬事業 【予算額：36,117千円】

● 尾瀬の入山者数が減少（ピークから
半減）。特に福島県側の認知度が低い。

● 登山・ハイキングをする人は、高
齢者が多く若者が少ない。

尾瀬を取り巻く環境の変化
・特急リバティ会津
・Wi-Fi環境整備

を契機に

背景

(1)「行ってみよう、ふくしま尾瀬」プロジェクト
①モニターツアー実施事業

若者向けの尾瀬を知ってもらう、次世代につなげるツアーを実施。
（県内の高校生、大学生、留学生等を対象）

②フェスティバル開催事業
若者をターゲットに体験型イベントを核とし、アウトドア関連企業と

連携したフェスティバルを開催。
③雑誌による情報発信事業

「山と渓谷」（別冊付録作成）、「るるぶ尾瀬」（ふくしま尾瀬情報を充実させた5年ぶりの改訂）を
活用した魅力発信。

(2)「世界に伝えよう、＃ふくしま尾瀬」プロジェクト
①「＃ふくしま尾瀬」懸賞事業

インスタグラムを活用した情報発信を促進するための懸賞を実施。
②ＰＲ動画作成事業

「ふくしま尾瀬」と歴史・文化などの地域資源を盛り込んだ動画を作成。

事業の内容

㉚事業対象者
（若者・留学生等）

ＳＮＳでの情報拡散

事業イメージ

口コミ・リピーター

ふくしま復興

発信力の高い
若者をターゲットに
尾瀬の魅力を伝える

事業を展開

地方創生

（１） ①モニターツアー実施事業
➁フェスティバル開催事業
③雑誌による情報発信事業

（２） ①「＃ふくしま尾瀬」懸賞事業
➁ＰＲ動画作成事業

新たなターゲット
の取り込み

福島県側からの
入山者数が増加

交流人口
拡大

⇒




